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朝 筋 SIS9140・ 41放鞠 こ踏腰

茶蓑g立まィz戒軒完帝キ戎喜詠養振韻杢ラるが平滅島称にデぶて雑統常

に行つていあづ酎査のうちフ電/FHク 良手農の当初より/0言 孝での間に余

て t′ たす可の発握調査に?いて叔霧を藪告する。

調査の回氷と対象とした定成とア‖拳づると 第 多ク水鋼資ISヨ 森のD
都´髪う夕火デ査 |∫無末求§諭「司進推長 していた,と戯′携独υ衣調査|よ

囁設水ハ家ケト郭の末拘フ幸み /火調査1夢 輔 /,k朝堂虎永調レ孫クR家調

金 tよ 孝 R家 内嘉,卜する末】仏踊rttkで ぁろゃ以 下十てそ雅 ぞれの概諄屯益 べろ

が 嘉 夕又水調査の取 |ょ  毛池乏衣安宍 にし―FO参 うノト壕核 ひ調査であ ジ′

若千の森近花 火之校な したほ力ヽ ′3う べ こ式系 を持 R奪 、` ので党五 ち熔

躇づる。

る水う|の 調査立盛る・面猿 コ塀間は氷象 のとな りである。

菊扱軋 Ⅸ   :曲 捜

わハCP一 ご/F ア ブ 先 賠莉 字ミ年 反 爵ど]
――馬和 ク尿井 す蜀ヱク日

づ?>tく
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t  ミ

iクデヌ戌ヽこ葛和ク /千 /Z肩 彦g
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夕 ο衣 と4Ap一 B
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I 第37次調査

調 0■ 成 |よ ´依猛与ヒ誇方にある小与「 Jと垣 内Jに島
―
ダる約 夕ぢァール

(｀ イ■足第一水内象と凸―瘍大議のほぼャ聞にある。

拭ム t′ 子(主 ↑盪祷癬´愛物 3稼 ´柵ε荼′薄烹祭´封デノン給 /´ 秩

弔コSタスキタ月Rク 日
―― 甲和ク皮Zlあ Fお 日

甲箱 クR今ヂFュクg

徽 字
迂

鹸 恥 R琴 知 /朔
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教 /げ ゼ
｀
そみる。

漱祭のテ肝と蔀博発想せ獄 す)詭 と永凸にた り´この化成の鵬之猥る性椅

砲売 つ滋杵とみ ら帯tろ 。扱立注からなる柵 1手北かららおb凌 わ´らA介ラ//c´ 胡

鮫あσの事録がある。5ハ タ翼%日封pl P、ヵ旅等間でノ末凸ともに調査批武っ

タトにおかが。以 形約ぼ左聞 ″́ 白ともに不補 じて′末 |よ 謂査7bFゴ 外にの

びるが 向 |よ斯 らし、`土燃で家 さ才ttい て苓蠣である。諭縁 にあろ5A策

どの拝桂簡ヌ、クク寃埓聞■` /末 陣罰舎立滅のタトになうが ′百修謂奮士威の百

玲た く‐
(ヽ 祭っている。

燕只茶 |さ ′秦級の講でノその白瑞ド調査光虜 仰クト|こ のがてし＼
‐/D.北 の

Sυ ル 酔 停 ′艤 体 当 初 蒋 ど分尻 cあ った が  後 に Jし 奇 け |こ 垢 〆な夕その狭 い 滞 に

なろЮ 〕翻の構 5x妙発 はぢ夭とヽ薄にか Iす られたものでみ ろぅちワ″ォ |よ嬌孝

'ルごえフ神崎潮搬勿の1玲 マ7/tに あり′/1111に ぁ乳 なう寿 とあたられろⅢ

葉物そ岱屯の透蒋1事 こ氷らの判ゃ斎の北にあつた。えオ舛〕抹ぼいずれ

乳調査定成の衆キにあろぅ末の35鋤婚|よ  駒北林/つ 聞二、ス上X字 湖の末百

痛 付 基 迄 礎 る 建 物 (桁行 在 同 タン買旅 ″契 行注 間 うぇ ン)で あ る ,基 嬉 |よ す

でに砕1平 七うけてわずかにその該跡をとどめてい 7Dィくけで/こ の基迄上

上から注ライ1住 盪七幅豹 /～ ズすz′ ヲ状で派 さ介疱磁誼抜之扱 りと つ~C布

柩北 栄としてい々ρ譲る l‐3ず べて矢わ准″標/Eが この冷み辻柔上に残 /‐■

して、＼た。百鬱1柱ヶlの 32脅 1輔荷夕でχのネ扱 の雨第壽が

'っ
てδた。

,D付ゎ体′夢8ヂ),の 置にあつて未膏林 Dtt x 3簡 の詢廂付裸五柱尋 クア(

祐行雇郭BR又 クヂ″t′ 釆衡梅蘭ゑすれ )で ′」し霞||の 注ラ〕と脅人,I柱ラ|1俸 来ヘノ

聞ずつ疋びてtヽ る。この麦物の労住 1孝  /h/の差構とちがって宋 で́jL91に

やす分に急、れくいろ.55「潔%|よ 5D"ヵの酌 |〔 あろ未凸稼 夕爾xス 間の振

立柱麦物 (桁行柱聞承zグ 系́行柱問 又亥 うで十衣にi4H仕 呵 りがあろっ

扱 けかに |さ 小さく′不揃いで ある。

#烹 5こ 拘又沙膵/塑 /夕 江の労彰
` 

画時にた ご′く女柱 |こ 上 F支 残の寮と

わ任 しッタト包十1か ら`薇教在渭査漁卜奪らミ́たもρ て 遊絲絞衣ぬから沐,友

下のなに|な 径灼ど。傲のlLTtt t t｀ (す Aんそいろっ

謂全此戎膏端童 く′斎;9袋らっの〕ヒ個1に 蠅カク″t√Ⅲ葎賛、K↑〕ガあく帝」と労
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ljTト ラろ.

〉ズ上江べ「て整稿 1本 支隷 せず´そ 1/2舞 ド 衣走 1患 瓜幾で あるとただ58策め

砂基壇 嘲江ピ_sう匁をつから|び  榛斥 島帝爾夏と爾耗 の鋳平氏どど″型イドよ

び寧篭寺蚕 と盪赤 さメtろ 歩うっ/型す とどレ /型 ゞ の狙 ⇔と のハ上が媛老πあ

り 濤そ らくこの愛夕と薄 の避羞 應平伐 墓21羨 当初 にざかのばろと涯 記

する。糾 朝 分 %ぼ S5露οθの采行注闇と等 ♭く´注五 けが輛 って、`ろか ら′

こ来と平行どろ又余の薄ととヽ にS5,,″と同一言薩Rの 乏 彪と寡 ら4ろ ,

器夕 |よ 衣土土るお
｀
|づ れば捺段蒔代 末か平卑瑞A初渡Hの 可能′陛が衣 苺 tヽ 。

子のイとの盪構 の鶏瑯 ビ糧定でや ない。

今回の調査北滅 感零 R水 内霧爾辺新 と萩 べて麦幕 のな がイな く́ 皇稼

していない こ近必ミ持微であら 。この泣滅 t↑ 駒 |↑ 末由 に夫 る科 ′弗などで

砥勇ぐブtて いるが ´こ1/9広 島は茉約ゎ。7/tで察た し濤第宅移撫瓢全 北裁で 博

核ム していなし`_桁行 クο旭・X上 という室内てお告に最 大な支物 のあるこ

の批滅がどの 歩うな4生 格のも のう` 僑今後の日望提戌 の調舎 に かってFRら

かに奎4tひ )っ

I党 39次調査

窮ノタラkの 令扱調査 |ぶ ´末面禽,1推髭弦の宋捜1で冴こをつに。

この光成トイ汽末′≧滅蒸喬の大過に渇つk宋 ~完 大路と 末喬請F耳 か

ら】っす ぐ卜えびろ―・工条FuHの 条闇大路とが「 ■ 」専形 |こ 久差する批

点と権衆 レーcい た丞滅である。ところが調査の蒲系 |‡ 従来の推掟 卜張 し

て´束一涛大路博未蔵酷P貫 の糧k光 で条閉大時と
「

L」 字T■lに移統 b´

宋一南太跨の笑苺あ7tり にlt血 面するFlが整 られてお り′孝⊇欺 調査で

絞宏 blく 茉盃大通のnt7」 れる批 点か ら墓武が末労に除 1)公 ずことが)1瑕

♭た。

枝公しT‐_お も守蓮梅β´基壇支蜘 ,稼 ´掻立注葉物 /ο 株 /期iあ
ell′ 象

北 ,祭 ′薄た祭などでろろφ

O箋発と鶏

調査陀隙 の凸郵乞北から帝に向つて貌れる毒 gフ?介/(付四参照・以下
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宵じ )十ど ′第,宅 次調査c旗公じk自成宍
'卜

核の江 兵て` 皓イブ,ルⅢfみ を

この葬の■.T批 砥にかか零都介停後に星わ

't´

C かィつりに鶏Sう ザンつけと

羨 けて永ゑ七凸 に■ 買きとてい多っしか し,こ 岱量回涛 1求 その資疲が起み

ためか 患もなく|ウ ろギかならD"力 に次鬱じ 粥́ ∫bっジの酌奇クヂ友の子と点

でもとf/Ds″タタヂゥ/に 舎漁するがラ |=レ ていろёこの歩pヵ検州な′発扱こヨし瑞

か ら角め2の 簡そ修漁な卜径%～ みz大 の會窓石を茨ぐつめていろ´

こ小 らの義が分かれる都 含で ド 軒期 を累 |く すると余もの舟が複雑 lt堂

俳 りあい′何晨もの次修がおこ与ォ9れ ‐こいろことがわかろ,葬592カぼ

中約次ヂ犯の荻 いもので芽数水調査で校 去した末一方大路 の末虜1嘉 に寡銃

すろゲこの兼と糾釧 飽ゎの延象 の次点に |よ 灰を使爾 Iノ

'「

驚泰バ ちる。舞

5フ 望,●
'と 'D影

力に博ぐ参推々中為支θxの 空間樺素一房大携の誇衡で多零ク

ただ し丁批この】ζキ |こ ldの ちに述べろ Ftt S♭ 角″があろ r/Dで  未一携大路

|よ ここで行き止 孝 け|く なっていたとみえらなろっ

Rtt■ 】ヒ寺イ)ρ 恭ぅ
"夕

と,・ ⊆批砥誨券 |)の 歳9p好の |す .い ず4屯

嘉99効%の 末約 3究 のたころからlδ じなろ末凸病で力 ろゅ ■ρヌ茶の寿

|て |,こ 吝小ろ樋為 /ど れの基湖 it l―d 近りに てく●ちべぐガ蒲がな、ヽの一ご′

―・二粂間の条聞太監 の跨喬とち之ちD ttPデ/″ の血密lρ 皓玲っ、す盟 f7~7ネ 白

奔》θクルは乗た」A,/分 の索僣1に 尤つて脅に簿が け′下批砥
~と

繊断 すろ木

叙端珠う9η%で薄ε′女クノとゑけてヽ`る。

○象北 と柵

R tt Σの5ス ヂノクヱとうA骸倉 障＼`ずれも之山面上高くズ してば り′箕世線

孫と考えら糸ろ。中ド丙るとも介 3狙 であち。ε柁 巫詢端♂)探 施y免露ヽ

tさ 版探がよく残っていろ。この北包1の 森 |よ ′こ仲辣北 の〕し91の 雨努毒モ

彦え しなるが.個1進 なにとんを開 (｀ {じ ろDつ批砥か ら今批こにか年く

A4f飢 免/0が あそが ′こ率博漁δυ免デοの来御|み ち`鮮じ寺つモt｀ ろ。これ ら

の象此・糾 tぞ っ´
すぐ面に従表すると´第ザ 氷調査 4椋 伏 した宋諏大握

GAク,物 の終ろサと葉引
‐こ支 ヶる。

O F¬

丁た磁か ら針滋こに分 |ナ ての垂物麻 ごふ5"の う博後世のヨく抗|=)っ て
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太きく撒塚 ご*て いろバ 蒸字b(今 光K)に 基芝ρ矮 上と縁石 のデつた

被る据 え つ́|)欠 かく4J/7)ほ
'に

lJ球 管|し
=cい ろ交 る とス個校 公 bすこ。来郵

て按ム した壕土 |よ  来一瘍 入胎の末端 に住登すちρそ百夕|で ぼす(卜 剃

けとう*て いろ採 未一,大 胎の盪 ヤ t＼ ク́ぽいにを ら*在堪邊 r_T物 とが

孔イロ tろ 。 と すると 却帷5Aデοんお この建物ρ未似|に と りつ
(｀ て、ヽT_ゎ 1す

で功移ぅなど ′I北巫の永酌野に l EI演 灰舟が 東凸方 向 に立オド声床と域

ぶ した沙こ欺をこのだ物 の北 の端 と疹えろとフ基虐 の霊接 ィ◆ね 家x/分 夕ι

lぎ ゼとなる。

このえ笏 tす ′そ の住冨今 うみ て′末 一傷 太滝の実ミぁに り|〔 酌喬 して

麦っす聞 x3聞 十よどの F耳 立考 史うイtろ 。この建物赤 の詢P_llに掻 られても`

み止ゑ *″θ字がら´ラ量のな 皮の くずヤ 手命などで静|つ たと考 えられ

ら据秦 耐材 のくすとともに 庁
4子 ,耳 滸 」の女与が言7ぐ れた木編が久上 し4_

こゼ |よ  この桂定t象書 奎づ ろう のをい史 よう。

このFH夢Эクοοの存在と森 5Dすゎ0・ ヵ々が台にォ 回づろごとに寒関係
‐6

1ど す 、` と 妊 力 氷
‐
/D。 薄 5Dクラめ/が なつ ず ぐ 奇 萄 衡 岸ゑ つ て い 十こ時 期 に |よ 孝

々 この PR Iホ ど く´F司 の錬逆にともなって毒夢♭先ろ9屯 譲 ()て 凸 に走回ぐせ

た売のち`′/1/ろ t＼ 惨涛gp支タノと′併脅 して、`たが堪抱 麦物とてヽ>牲烙ゲらン

ρちに希クο∂,免的として凸にニロさtた乳ので勿あ う。いず糸にしく

乳 ´この l_羽翌をっきャめ‐cん 之ろ稚 め辰 Iな 碗́ 3Dヂヵののつくられた爵朔

が宝黎寸ヂ支妹七もっ。電の時索を工権 に肱定すること |ど で奄ないがァ と

批〔から丁批 逐トカ`けての寿で公土 し
～

木衛の与猛惨´指δpクァ,/で (な 乗

え 夕沖金など であ り́ 森うレ身透
´

`1奪
神琵′夭辞騎ヱ フく千盤子などがあ

み と こ ろ今 らみ て ′壽 デ,ル物 の 上暇 t満 毛 琴 間 にお くえ る こ とも可 ヨヒ
イ奄ヽ

あ ろ うフ

O発 の仕¢麦4殉

支物赤 |ぶ ′ F尤 こ にど いて校 公 したク闇 Xあ 葡の倉痺永うの/AttFBヵ

が バみろっ |く 琵 巫では字聞 X又 聞来凸稼 (s8,/″2)′ すF気 以上ス又聞 (

98クタ彦)・ ク宙票上 ×夢簡末庵つこの市の(弓 Bす/,/う いず
｀
れも 働北檬 の

業物 フ稼 ´字間以上 x3聞以上〕し白弟‐苺′椋菊 |コ 千胡のもの (38勇/勇 )

-5-



会計 字稼パ毯な けみつておろしこの瞬か 曲重塩比 主で,卜 王:111■物井

之衣撚桧八 ♭t_っ

ごて ′↓ズ上のことか ら埠,夕水 の謂査たデ |な ′末 一痴 太誌が来にのがる

祭濁大路と「 とJ孝杉 に秦統 し~C終末 点卜なろ個斎であろといえる。

安一方大路ド索乾 の′じ,ビ 雁静 が待″太 (有 ,す れ )あ り 嬬彬レ府第解水 ´

第》女 の謂 査 で確認 しF_も のと同様恭Vθ 斑 の幅 をもつ 。条簡大路―b簗札

の,じ ′せ貶離 摩豹尿丈βゴであ り′燕 5,館∽ の〕ヒ鬱1停 布 /ο 狙の空reH屯 もつ

乳ので十 1さ
1)為批,v考 之 られる。

こ*ら の こだか ら´従来労″＼聴と底 じられていた平成 室の規壌 td′ 末

看 誇F茸推 筵池であつた このtt滅か ら末へ象 り宏 レて 、`々ことが誕 のられ

ろ ので あ ろ 。 孝在孫 尤 繁 ぅ″配・ す/倉イす/1泳 芸 余 ユ蒔 三将 の働丸 の 弱 で あ

ろ 。

然主透物 |な ′貢 .上 るが主珍 `か もので みるが 本簡もガ 歩そ只すっ魚状

主 して、`ろ。公上本旨のうち
=な もの膠炊 のnl)でぁ ろ

`

「
―一―便従ノト手P¬ 伏入之 」

(/'

「 十~三 芸住上行大声f絵逹仏笠J

「 幸修国郊安都日都郷戸主初7太 山声百霧下神奈巧乙奉J
(1)庁

分 夭 重 式   夭 子 雲 与 団 寄 二 日子 gJ

`マ

て

'

(デ)iξ
:1畳 3::3号 iヨ吾与ミξ考ドユ毯・11

 ́         +         !

(?)「
薪 流鰈 作 Fヨ 研  ぇ 畢

人こ可W落 充彼 IFT J

庁少録絵 逮  「 策 末 岳 J,＼ 膏せ′＼E/rf李 丈 未岳」   _

―も一



Ⅲ 第40次調査

調査尤滅 |さ 第 ルて内亥掛莉の末角 第ガ衣調査北滅 の衡卜権 すろラと、彦

了―ルの銑団である。

2がつ くられろ)笑 前 この詑伐 附束穐卜白うウろヤかな便斜批 であつ

たが ′との菱電にともない´北整 の格 る未粛蔀 に´皮研 にわた クて毬土

卜 >る 篭地を行つ ている。接去 これ代逮濤 tよ  零 /回 の輩花 nに あ ろ毛

の (A嶽 )´ %2回 の韮北ぬ ICあ って奎稜胃係が ら午ドのさかの |ぎ名と

みえられちも舎 (5珈 )´ ど4げ く第配嘲輩セ向にあろが弁付の寄 るも

の (C鯵1)の 3時期 に大馴づることが で́`てる 。つご卜る嗚引 の迄構の概

購七述べ ′この詑滅 にだ |す ろたち の蒲 及をたどるこを |て する 。

ハ甥   彰 /回の監批徹 に差遂を行つた恭朝であお。 この藤 の蟹陀 障

不え全なもので‐ 北家 に眸なだ′◆ちやかな作夏斜が倉 っていk。 奔払玉

の面盪そ iな ´のちの乗北 3A又 クタどの千籍 かも酌北糾71 5A zルつが検択ミ粋 ´

むに発推にとりつ く末白輝形II SA夕彦クむお第
'な

衣調 査モ 発去ぐ准ているべ ′

この批 滅全体がゼ
｀
の かうに副いこどれて いたか 勝蠣権 て なしヽ。この蒔朗

の麦物 眸すべ て撮立注麦物で ある。今回ρ調査モ椋ぶ した う椋 のうち皮

楳体諌凸萩で ′発掻 区の十共北玲 に柱逸 けをそろえ{向〕しに禰対づろ 。

ヲ核分 ち冤て´北 のク門 Xク 聞由JL癖 葉物 B防ァ。。(桁衛潔、ク売′ 哭聞買、ク

潔 )がこの尤ゴ の主乙
‐Cあ り´論のクFFH× 又 FEH ωえ笏 58影ヵが付馬粽

~G

みあとえなぐイをろ ,ガろ /楳 |さ 上記 更凍 ρ未常にあろ衆凸稼 /3FHH以 上 x

愛門の塗物55,,銹 であろっこ岱麦物 |ご 栗閉 つた 桁́4■途 聞修不緬 ヒ`で ´

北 よ りz間 目と /ο FHI目 が,7狂 フその花 体買、ア解となっていろ 。

上尭 した 3球 の麦勧 tt i孫 ガ ,矧 査 で鬼公 した柩立柱業物δ5のゎ′sら

クp″ ヒ副一輩批面上にあ り´曰蒔期 のたちとえて よい。

膨朗  茅 又回の整批輸 に鴬娠基壇震物が症ちく ろ (＼ ´ この批成が最

も空備 ぐ*た 時朔 である。 この蕉の整之に よつて批象 |ど ´眸 じめ一て水平

|こ 覧え とク才t´ その鳥釆も して′笥労 の尭鰺の管 し`批域 (米 発払 )を の簡

卜 ´堰嫉 7か 綴が護 (す らなた ∂
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今回の発捻北滅 と錦ぉ水調査北戯 の酌半とが′,FL4 t探 北 ;ぬ 青7立′ど卜よ

っ―c副 こなフ末静粋 %畜北ガ″との援彰 屯 したず aッ クが形成 ご粥t́ろ ラ

紫セ朝フク必 |ど ´占酪 ′北喬晨び為働の凸斗都 に整続 した コ与彬 に蜂狭

があ り´建物 誦拷詩′夕彪竜ヂわていろっうち西
'と

部 分停片庵 蔚 となる。

こ の 探 党 に 分 〔 ぞ *た 一 副 へ の 伏 入 回 迫 し て 応 ´ 喬 の
~t笑

|こ 正 ,435嬉

ゎ があ り′舌に門δら先な,北 に,修 稜勿アぶある。

王FttS5完v引よ由稼 t宵1キ て
‐
/tて (｀ ろが ′3聞 ×皮Fn4■ 夕択獅訳/″ 桁́

衛在嗣 感内協在宙お 勿憮対 し′ヤ★癌聞,夕πとヤ装間バ広δ。門 の北¢|

雨落毒 sレシ沙 (暢沙、ど兜 )博乏 彰とことな I)′ 円の塗迄 にそう獅分が 淵

の労 |こ 白って入 1)こ ん 奄モヽろ ρ ttPiδ B丸筋冽よ虚 FuH又彦統の/卜 規様 な乳の―
c・

張る と虐屠次を 1る ■素ねたも の■武が痕 つ くtヽ た。

諄碕のこ下1の 由労に博´培教鋪差潔 飴ρ/が 実に衛クてのがている。舞

透 |◆ 平行 した 3祭 (る嬌委統 )か らな リフ円に迫 い錮帝で来苗 の舗髭 に

かり愛為 ざ/tる 。この錦差 の舌働||こ も ンはか よつk鋪童 5X今ク〃バ残幣 じ

ている。 3衆 か ,戒る舗 童づXす∽/の寸柴 の条 |ホ ′このザ画 ツクの踊Jヒ kr9

効斎に対 し識欺 の位置 に晩 <ネ てお り́ 仝体 ヒ bК 謝畠的な垂遂のあ迫

バ認 ♭ う/1tろ 。

錨道凱歓ノ の行 きっ く先 |く フ靖覆塗握愛物夢5分DD(稔」L慮今笈ン茉薇千

tr4)べ あ り′その凸労′撲之片廂海ぞいに薄覆塗違畜こと粽 //簡 Xλ 再の

愛物 35夕虜%(柘衛潔、夕λ 釆́開スすπ)が あろ。いずれあン第ガ水調査発北

獅 t演ハしていたえ幼tみろが 今́回の不擁
~cN/そ の現核を |き

`ご

押るこ

そができk。

つ回の窮払で 博′希にな鴬綾瑳疸塗初の海在を権益て きなかつkパ ,

落gヮヂ,挿と末琶紫批 ′為夢レ無ォ逆衝衝繰光の開にみる峯光 卜「さフ帝床を

失つた麦ηがあつた可能/庄 と考えて嗚 )か ろうひ

麦 勧 又 タト舎遊 構 と しで ド十美 父 笏 >Э妙弟 のス 労 てヽ
寸

'琵
クか逐 を 発扱 b

た 。キ ア幹 |き /盟 ズケ兜 のユ 勇彰 とキ籠窺 /ダ 磯 分  衆 Oク な が残 荏 しく t＼ 卜っ

+ア の闘国に |さ とる 迭一方彰に数 ぐフ́め、,来杞'|に
■ると癖 を翻 tヽ て積劣形

の友 び場 のような表碕 七っく 1)/つ鶏(i募 末喬探此 7)内 督1を た るとる複

-3-



壽 Fp弦″鋒ド尊ド…こt｀ み ,

c類   デ攻奄掻調査被装 |(ヒ 瑯 と した時靭 に合孜 すろ。 この時_241に

属 すると獲訟 で きる髪結 |ど こわ》てナじ 。

衆サと以寅/r/ど t$0で |て 湊紀 し´上る機燕3Dの掘 埋め立てら丞てドる _

家嫁 に ドSA露%イのあと |く 擦尤 ヂ,数 がつくうμろが ,そ 燕がこの乾戯 t一

日しくいたかゼ
｀
うか |↓ わか らない。

催謡 できk葉紡 1手 ノト況壕 な扱 立在費彰ド5"ァすン舟夕どの又稼にすぎな、`今

その 1こ かに |ざ 糾 期―ヂラクすン″力 お かが 1ヽ権 太斉が 秒ろの學で ある¢

払上芝物 に博ラ盪 の環 /毒 ´土るがあち ,

猪互ドど/,す ´と妨 型拭|が 大移教乞らめる。埓 |き 長労形′工芳形 の寂注が

あ り 「́ 私幸J′ F公毒 」の線力tあ るものノ森津rを 発 した島 のもあるぢ

奪だ C期 の土ネか ら風 与板弘二 十

'か
ら本鞍 岳 (下 駄 ′71aJ/遊 物 D′ 種

平永塁 ″釘鎗 が公上 し代 。

w第 41次調査

発チ/水 究|み調査 |よ 夕甥 /水 甫豪・朝堂院桂主セ滅 の朱濁′第又ク氷発ね

調で光成 の有労に秘する字,ア ール の此域 玉`ど こなっイミ, さく卜「 平成 岳

乳楊謂査毅宅 工J4ドネ阻巫風にのこる批割ず ら朱雀 FH二 置の中kイて髪

}次 内壊・第藍藤があ リンのちに来の常生生FR内 方の霧a ttlA象 ,封 堂

成 に彰 つたと撼棄 じに 。この据えて博当発擁蛇裁 停´大怒残口嵐と朝堂

骸回角 との毒合勢 にあ焦ろところである 。宮差遂)X前 のこのたがド ′宋

節劣白卜苺がる佑澄陀 らしく′批 出にド密絶主風の黒色土がみがつてヽ`

る 。この省遥北t堰 めて Źtヽ ところそ /″ 路どの整た0立 をおこなつ

て｀`ろ帝

絵本♭Tく 髪幕ほ死々した衣猛姦回癖の末it」謝 |く 俸ぼぁたろ位後にある

L_与影の募北口廊と 朝́堂阪回癌位諺でその来碕肝に逹りつく形 |こ検公

しに乗此がおヽ奪――bの てヽ″この地伐全体の末之稼 る住置に奇
'4の

芦があ

ツクイこ_。

楽北 国癖 修幅 夕す歿の理勢整をもって tヽ る。基 寇 体ヤ★野 約 又クえ屯宏 しく

…9-



内nII乞 ぬ 1,こ

と核 公 した 。

で褒彪上之σⅢ,上 げて 、`ろゥ整亀つ曲Ⅲlr iぅ ふ嘔、ゥrⅢ i

の2_‐ 箆騰のちに拡場ぐオ1〔 ′精 /′ な″t♂)ヽ の
「

力ちri"

み洋 てざ ろ 。この拡 場 これにと当の基 迄 にとtォ うものと′して 縁 副癒

の羨 ろ夜府象床 b個 所。と雨考嘉 乞枝公 bた 。樅 る隷 舟 |こ かる准注 間β石

衛 /∫ 尺′系行なく と復充 c苺 ろっ釆 行注 聞が大ミ tヽ か らヤ求 に暢 ケX内

タトの換柁があつた とを宅ていろ。拡岳 ♭T― 末歯条北回か ρ来キには台北

の注間/す ズの機乏柱ろナ|が ある。こ身11夢 後兆 する時鞣の孜修ユ寿とめ調降

ヂら熟てデそらく´さうにだく承に嚇期 に来働口癖 の来半の

'上
次修 し

たものとみえてじる。この回廊 の宋筒鴨■ (す 凸お水 を饗理 すあための蒲

が欺猿にわ■ つて,多後さ】tン 像を奪状錐 そ森会主才とに。きず盛迄 4●A幅稜

誇に木種塘環 (■ )と その茫授都 の741tt t更 )が教ケうntト ラう(ヽ
‐で来詢入

勝がら来へ木極港雰〔ヲ)が選芸 毯れた 。こω滞柔博条逍コ声支罷1透しりの

標�痘巧11の 庭紀後に4千 らなくモ`た。この蒲環 (ラ )が廃紀 し,t猿 そのうしに

本極藉乗 (字 )と 開乗 (す )が識けらオt存 。こ熟みの嘉 |よ づべて来の漁北嘉

に菰ホこん…
cヽ いろ。↑だ宋薇埃北口籐工 と内御|の 雨治嘉 下卜博血」独/卜 症

穴刻 とライが あったぅ童ち糞の【協欠かと→ 1,ゎ 承ろぃ

末蔵乗売回蔚の末右 浄x´ 発払との‐
「衣付土 |こ 駒 )ヒ 労御の濡があるっ

この講 博整此尾上か ら柩 られてお 1)′ lra又 ～ つ娯 派́ ご /狙 13ど で′壽

tFか ら隣約銅 」の琴ラをもつ末議抑痛がスなどとともになユしている。

この斎の選淑土工で築七日廊末南再 |こ Y_り つく奨乾也演参 しに。崇乾

|す抑1平 ごれ<い るが ′宏存郵か ら推長ブ 7Dと ≧な踊 すクとt3ゼ で末へ//れ

いつ{詭新 し′IBば勉λ今之奔株 しにっ論新評 の末,にぅ疑瓜お癖 CI象 脇

のみ弔雨籍森が残っくtヽ 仁。この紫批ド向〕ヒ労口の斎 の淫濠土との菌億

う＼らその髪パ |ど 罪乾回蘇の走こかリデ く沐■いろ。

来暇にあろ lnt)と 毒ド憶戻～ 3匁 深́ ご/,知 1子 ゼ■′碕端迩 くて騨この

第にか分る稿 L旅 峡
t′ kっ この希の払墜にかつて来+之薇嫁さ非た土払

から盟乾た年σ)軒 猛 と=t,・♪本歯噺片がぶ立 し
'cが り,開 〕と壽表奮の上服

がラ確髭で 苺ろ。

この南〕ヒ遠の宋て |わ |＼ 荘火か ら守る払立祥室4打 渉林 と束からこの痛に

ん

　

一
）
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素 入 する女強薄買条 ンならびにその白蒲 |て ある叛 芝柱柵 之校久 とノた o発

扱こ の来奇踊再 分にドこのス条の末舌幕と探尤 /i蒲 か らくろ希 (貿 )オ 歩

び末西凍柩立注 建物之選表すろ状又持蒻IIに金上縫化が導 さホく、ゝ ltジ

条光回廓 ・象陀 僻子肇職ド に眸細千 ぐホーC貧 り′白夕1に在 上がわ帯しも

ている 。来原の酌)と幕 Iよ この験 をそん魏 している。この凸 |こ |よ 幅 /燃 俸

どののちの嘉斥あろ。

逮物 l― |な 木簡 ,頂・ 主洛 ・木城岳 みどがあろ。公土望癖 との関支 で■

え すべぐもの之あげ手う,宋 灰の詭お溝 と嘉 (す )准 の合れ点か らド´呻

衛
'各

攻衛希関係ヤ森 日本猛の話裁 と内る の一致づ
‐/pち の´静隷探啜 夢軒

の毎猛七_bっ ものな どの末簡が然ュ して(ヽ ろ。な代 ´開採
`支

)のす&渡ユ

寸力` L TI「 銅 開珠お衣が公二 し 宅張
`/)の

太枢怪象 二十か らけ孫原 多沫

ム主五 と耐毛玄のなユが頭を てヽあリフ聞妥 tマ )を 選ラ∴♭たとが ら応多2

水錦堂院前胡のノぇフす。〃ど3が多 く強上 しF__寸 次 の酌兆労衛の恭から体

究 lt処べた木簡辻どフ漱 一A,どうοど,どどどクーεの斉五が 独土 してぃる。

盗正象 ワο施 |て スおヾ木瓶 |よ すべ く在 仲義 耐村などで ン在 の 1日往 ロド遅未

レ〔 TT、 て` いる。小樋蝙深
`字

)のクトl―J ttt tr7形 所諷 も しくくり泳き桜 と

援 して核と髪 けていろヮィセに詢〕ヒ鶏から釣箱 ゃ Fな がム上 しく ぃろ 。

少回の調査 にかつて´北婁 する努▼水謂査 そド盗幕 の係 海水界が飛か

つ任ため千 HR確―
cヽ あつ 4_紫 北 回所 の存在バ確認 ℃ヽきた 。この象北 園麻 13

ぐらにじし卜のび ろらしくフかっ て 渉ハ50こ の第 寛 ,ク ・ 夕沢調査奄液

然し穐庵教秦ン /ル 勝この集弦 回蒲の北 碕斎 の衡雨為蒲であ り′ ど瀾 5

0こ 宋南岡 |こ あつ7と ,185又 悉知各末輸象北 回粛 の来存1皮孟 り|く 往登 づろ松

立荘多'Iの 北端 にあkる もの世権k~6こ ろ。こ/it卜 子つ■採設 園騨 にお`こ

な

^る
一郭 l-3′ 枕そらくこな#そ の大濡繊モ た乾の詢子卜寺でヽお よん℃

いた こと |く なる 。

オ房 この謂姥引す維娩 イ
`あ

リノこの霧考 |よ 十 PHH稼 鞭であつて′最終

的な継論 |よ調査走 丁をザイtャ31す 奪 らな tヽ 。

最 豫 it然 主ハ 笥呻どもなtρ とあ げ
｀
てお くθ
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ド鶏鰹斐留
璽ξl〔ζを:`争 :::l,そ争と鑓雰〔:ヱ::iii!μ

)

日均         (謗 ゥ)   (園ヵ)はつ  幸怠二臣   」
(/)

仇0 (?舟 )
下帥 蓄Eコ  ロ ロ 的 <勉弱こ  匡ニコ 儒 μl匡

軽雫 曇冨宅第 J

(す )

(ど

'

(窯 )「
~衛府彩 十街斎  一番正 /＼ 位 下 1   1」 il

・ 「・―コ回放形             」

(デ,「 一富各希杉ヤ雲留_」

tク)l岳猛
冬冷
基表雪畳昼雰魯吾ξτ:書目ぅ停斧残J

「 芝花所 ロロス 亀操 疹 斗と4  J

「 女 目抹 日雀部石森 乙      」

「 ―誦 律 る寸 盆ち岳
存 ヨ刺夕名  」

`能
)

・  四 月十 rB□ 口□ 末 巧乙 □    二

(ク)「熟北乏籠 ミ刻す題 J

¢)「 寿歳対 t狩 五嘉 」

(夕)「 巖 ▼晟表fT龍 ―壻 J

(/ο )「雑魚焚零1-髭 」
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